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人 口 し べ
( 昭和47年10月1 日現在)
世 帯　190, 145
男　305, 047
女　294, 368
計　599, 415
( 前月より377 人増)

国道四号線などの
建設 工事すすむ

環
七
大
谷
田
地
区
の

陸
橋
完
成
間
近

最
近
の
交
通
a
の
増
加
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
交
通
渋
帯
・
交
通
事
故
な
ど
、
こ
れ
に
伴
う
事
態
の
悪
化
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
区
内
で
は
、
幹
線
道
略
の
建
設
や
拡
幅

工事
などが行なわれて
います。そこで
今回は、区内の
主要道路の
建設状況に魚

点をあててみ
ました。

□
国
道
四
号
線

(
放
射
十
二
号
線
)

国遭四
号線は、区内を縦に走る

唯一
の幹線道路です。この
ため朝

夕のラ
'シュ
時には目にあまる交

通渋滞が続いています。こ
れを解

消するため、現
在、千住一
丁目ま

での拡幅工
事か遜んで
おり、千住

橋戸町までの
拡幅工
事と千
住大檎

に接する新股
橋梁部分と本線の桁

架設およ
ぴ支線都分がおおひ
ね完

成しました。さらに、この工
事を

一
歩進め千生二丁目から千生四丁

目までの区間を追加するこ
とにな

りました。こ
れにより、この
路線

は、補助第一一
九号線、同一
九〇

号線をまたぐ延長約一
二
】
O㍍に

およぶ長大な陸橋となります。

□
環
状
七
号
線

区内を攅切ってい
る環状七号線

のうち、大谷田
新町
から
中川五

丁
目
ま
で
の
間
は
、
都
・
区
遭
や
補
助
第
二
七
四
号
線
な
ど
五
つ
の
路
線
が
交

差し
、その交通渋滞ぶりは、大変

なものです。そこで、この
交差点

の環状七号
締に五五〇㍍の陸橋を

架股して立
体化することにしまし

た。すでに
橋梁
部分の
架設を終

え、今年度内に
完成
する
予定で

す。また、現在、進められて
いる放

射十一
号線と交差する、江北六丁

目から西
新井七丁
目の
閭では約三

五〇㍍の
陸橋がかけられて
、立体

交差になり
ます。今年度は、陸橋

の下都工
事と工
事区城内の作業帯

確保のため歩道切削に一
手する予

定で
、来年度までの二
か年で完成

する予定で
す。

□
放
射
十
一
号
線

荒
川
左
岸
か
ら
埼
玉
県
境
に
至
る
都
市
計
画
道
路
放
射
十
一
号
線
の
環
七
以

爾
で
は
、
す
で
に
本
木
五
丁
目
か
ら
北
へ
の
一
都
と
江
北
新
道
か
ら
環
七
ま
で

は
ほ
ぼ
用
地
取
得
が
完
了
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
残
り
の
地
区
の
用
地

取
得
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
事
に
と
り
か
か
る
の
は
、
四
十
(
年
度
以

降の予定で
す。

また、璋七以北のうち、現
在で

は谷
在家町の区画整理地区の北側

の西伊具町
地区の
用地
取得が済

み
、さらに引き纃いて
古千谷一
丁

目一
帯の用地の取得に
S手してい

る段
階です。

なお、こ
れらの工
事は、都建設

局が行なって
いますが、みなさん

のご理解と
ご協力をお願いして
い

ます。
工
事についての
問い合わせは、

東京都建設局第四
特定街路建設一

耨所へ
どうぞ。

八八八一
四一
九一

完成間近い大谷田の陸橋

建築物計画の事前公開制

1
1月
1日
か
ら

最
近
、
建
築
物
の
高
層
化
に
と
も
な
い
、
日
照
権
を
め
ぐ
る
紛
争
な
ど
か
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
殲
て
物
が
建
ち
始
め
て
か
ら
、
付
近
住
民
に
初
め

て
わ
か
る
と
い
う
現
状
の
た
め
・
問
題
が
こ
じ
れ
、
解
決
す
る
の
に
長
時
間
か

かるためです。

そ
こ
で
、
都
・
区
で
は
、
こ
れ
に
対

処するため、予定建築物
を事前に

公開し
、付近
住民に建築計画の
内

容を知らせ、礁て
物が建ち始める

前に付近住民と雖築主の間で
睹問

鰛の解決に努めて
もらおうと「
建

築物計画の事前公開制」
を十一
月

一
日から次の要領で
実施して
いま

す。S対象となる建て
物

高さ十㍍以上の建て
吻

■公
開万法
琳築主は、六十り四方以上の
掲

示
板に計画内容を
Iいて、工
事

現橸の見
やすいところに設置す

■
表
示
す
る
計
画
内
容

(
1
)
建
て
物
の
用
途

(
2
)
敷
地
面
積

(
3
)
建
て
物
の
規
模

(
4
)
工
事
期
間

(
5
)
建
築
主
住
所
・
氏
名
、
設
計
者
住

所
・
氏
名
、
施
工
者
住
所
・
氏
名

(
6
)
そ
の
他

今後、十㍍以上の建て
物を建て

る場合は、ぜひ「
建築物計画の事

前公開制」にご協力ください。

問い
合わせは、区役所建築課
毒

査第一
係へ
どうぞ。

「
区のお知らせ」の

縮刷版を作成中

足立区
制四十周年

を記念して
、「
写真

で見る足立区四十年

の
あゆみ
」に続き、

「
区の
お知らせ
縮刷

版」を作成中で
す。

この縮刷版は、昭和

二十三年九月から昭

和四十七年三
月まで

の「
区の
お知らせ」

を一
冊の本にまとめ

たもので、峨後から

現在までの足立区の

様子
がよ
くわかりま

す。な
お
ご
希
皇
の
方
に
は
、
実
費
頒
布
い
た
し

ま
す
の
で
、
往
復
(
ガ

キで
、〒
匸一〇足立

区千住一
丁目五〇

足立区
役所広報課へ

お申込み
ください。

B
5版

五四
〇ページ

十一
月下
旬頒
布予

定価格千円

文

化

の

日

に

表

彰
さ

る

横
田
久
次
郎
さ
ん
ら
百
九
十
五
名

十一
月三日「文化の日
」に
、昭

和四
十七年度の
足立区表彰が行な

われまし
た
。

足
立
区
の
た
め
に
長
年
尽
く
さ
れ
た
方
や
社
会
福
祉
・
各
種
産
業
・
教
育
な

ど
に
功
労
の
あ
っ
た
方
な
ど
、
次
の
百
九
十
五
名
の
方
が
た
が
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

【
自
治
功
労
】
<
行
政
委
風
永
年
>
横
田
久
次
郎
<
消
防
団
員
>
新
井
新

太
郎
春
日
正
夫
小
泉
房
雄
原
田
隆
一
石
渡
義
一
岡
村
重
好
清
水

馴
準
藤
波
光
次
柳
川
正
夫
<
町
会
長
>
石
鍋
源
一
郎
加
藤
芳
三
境

野
勉
<
区
職
員
三
十
年
以
上
>
大
久
保
惠
市
富
麻
飮
司
菊
田
清

斉
藤
薦
雄
塩
田
あ
や
子
〈
区
職
員
二
十
年
以
上
>
安
藤
義
雄
鈴
木
良
明

三谷徳太郎
細井順三
永井悦郎

矢作
進
岩間
稔
斉藤
均

内田忠男
清水省吾
吉田三郎

小金井宏己
吉田邦譽
小牧和雄

久
保
千
早
高
橋
良
雄
今
井
宗
三
郎
宇
田
川
道
夫
秋
葉
一
男
皆
川
和
子

落合定治
広瀬光三
小富員太郎

高橋健太郎
石鍋美淳一
西野儻

正
響谷膺左衛門
粟鳥
膺
中

村次郎
樋ロヤス

【統計功労
】相沢夘太郎
青

木武司
朝日直政
折原忠義
加

藤膺三郎
加藤
弘
鎌倉米造

小久保徳藏
鳥田とみよ
砂川金

司
田中三吉
高橋要一
都丸正

冶
中川志で
野口
節
野尻勝

三
東
国一
幡野能生
橋本勝

己
花井健古
伏見
膺
山上武

雄
山崎
保

【
教
育
功
労
】
<
学
校
保
健
衛
生

>

伊
藤
繁
太
郎
小
川
正
一
荻
原
政
雄
杉
山
定
夫
鈴
木
宏
高
井
敬
時

増
田
須
磨
子
<
教
職
員
三
十
年
以
上
>
山
口
孝
中
村
明
安
田
房

子
斉
藤
喜
久
子
佐
々
木
と
よ
子
岩
渕
み
よ
片
山
玉
子
小
粡
と
め

官
本
貞
子
小
川
璋
三
<
教
職
員
二
十
年
以
上
>
大
塚
市
郎
山
根
昌
子

岩崎
節一
[
一岩崎
宏
高須栄助

橋本重夫
尾崎儻子
安田かよ子

武田とも子
岡谷つぎ
末次秀太

郎
黒田静冶
浅井金治
阿部芳

雄
高田
道
関根春夫
杉野富

男
下田益代
古山晴男
高木隆

四郎
岡崎英尊
原
綾子
小俣

正冶
秋元篤司
渡辺瑞枝
平野 一

郎
吉
田
正
己
名
塚
壮
茂
呂
好
一
加
藤
武
之
助
長
嶋
利
雄
佐

藤
琿
雄
藤
森
修
本
村
惠
常
細
谷
朗
蓑
輪
幾
太
郎
益
田
嘉
太

広
川
安
佐
藤
徹
夫
松
野
雄
吾
　
【
私
学
教
育
功
労
】
須
貝
哲
彦

中鳥
一
【
社
会
お
よ
び
公
共
事
業
功
労
】

<
社
会
福
祉
事
業
>
芦
田
見
子
宇
佐

美
も
り
ゑ
種
田
あ
い
ゑ
<
防
火
協
会
長
>
大
山
雅
二

【
農
商
工
業
功
労
】
<
商
業
振
興
>
石
橋
孑
之
吉
瀬
田
遭
雄
田
代
信
治
　
<

工
業
振
興
>
酒
井
省
三
<
商
業
永
年
勧
続
>
石
川
常
吉
榎
本
五
郎
岡

田日出男
長田傳之助
草薙敏膺

桑
原
久
雄
後
藤
章
佐
子
任
一
周
防
伝
次
郎
鈴
木
三
膀
鈴
木
寛

古
沢
ス
ヱ
三
ツ
山
宰
夫
<
工
業
永
年
一
続
>
阿
部
利
雄
赤
尾
義
信
飯

田
勇
石
井
里
子
石
川
貞
次
内
・
田
福
太
郎
大
谷
彌
加
藤
敏
子

加藤木
保
柿崎
嘉幸
紙本栄一

一鴨下
良作
木鳥正
治
久保田五市

小林行夫
佐藤忠衛
斉藤彰兵

一酒井
實
坂田
義幸
清水
繁

鈴木如水
田
中栄吉
高橋し
すゑ

辻
義宗
茴澤一
郎
中田
康朞

長坂可止也
野沢一
雄
平石若松

平田
勇
宝地戸常男
松波けさ

三澤善四郎
=一
宅軍次
矢野信夫

山田
治三郎
若木初雄

【
社
会
教
育
功
労
】
<
教
育
>
中
條
み
よ
<
体
育
>
金
子
成
克
鈴
木
正

雄
田中責伯
中三川粂雄
浜野

茂【
感
謝
状
】
北
村
與
三
郎 区立幼稚園の

園児を募集

区教育委貝

会では
、昭和

四十八年四月

入圜のほ立幼

稚園児を
、次

のとおり募集

します
。

■
関
屋
幼
稚
園
　
千
住
関
屋
町
　

一
六
-
一
　

(
千
寿
第
八
　
小
学
校
内
)

(
(
(
-
三
五
「
九

■
元
宿
幼
稚
園
　
千
住
桜
木
一
丁
目
一
　
六
-
二
　

(
(
ニ
ー
九
四
六
五

■
江
北
幼
稚
園
　
江
北
一
丁
目
二
六
一
　
九
　
(
九
六
-
二
六
三
一

▽
入
園
資
格
-
足
立
区
内
に
住
み
、
昭

和
四
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
　
(

五
歳
児
)
お
よ
ぴ
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
(
四
歳
児
)

▽
申
込
期
間
-
十
一
月
九
日
(
木
)
～

十
一
日
(
土
)
正
午
?
午
後
四
時
ま
で

た
だ
し
十
一
日
(
土
)
は
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

▽
定
員
―
五
歳
児
-
百
二
十
名
・
四
歳

児
-
三
十
名
(
各
幼
稚
園
と
も
定
貝
を

越
え
た
鳩
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
)
▽
申
込
先
-
直
接
希
望
す
る
幼
稚
園
へ

※
申
込
み
の
際
は
、
①
印
か
ん
②
住
民
票
抄
本
(
幼
児
本
人
の
も
の
だ
け
)
を

忘れ
ずにお持ちください
。

くわしくは区教育委員会学事係

へ
お問い合わせください
。

図書館・区民福祉センターだより □
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

東綾瀬一丁目五
-一七
　六〇苙
-七一〇一

■
趣
味
の
教
室
　
折
紙
教
室
　
十
一
月
五
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
七
宝
焼
教
室
{
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
な
ど
}
十
一
月
(
日
(
水
)
午

後
}
時
材
料
費
五
百
円
陶
芸
教
室
十
一
月
十
百
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
奮
楽
教
躍
{
コ
ー
ラ
ス
}
十
一
月
十
一
日
(
土
)

午
後
三
時
指
圧
教
室
十
一
月
十
五
日
(
水
)
午
後
二
時
文
学
教
室
{
日
本
古
典
文
学
の
系
謙
1
上
田
秋
成
-
}
十
一
月
十
六
日
　
(

木
)
午
後
一
時
三
十
分
料
理
教
室
{
お
つ
ま
み
}
十
一
月
十
七
日
(
金
)
午
後
一
時
生
花
教
据
{
古
流
}
十
一
月
二
十
四
日
(
金
)

午
前
十
時
材
料
費
二
百
円
(
サ
ミ
・
雑
巾
持
参
手
芸
教
室
{
ペ
ア
バ
'
グ
〉
十
一
月
二
十
九
日
(
水
)
午
後
一
時
材
料
費
千

円
目
打
・
(
サ
ミ
持
参
茶
遭
教
室
{
茶
席
の
お
作
法
}
十
一
月
三
十
日
(
木
)
午
前
十
時
材
料
費
二
百
円
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

十
一
月
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時
百
人
一
甘
鏑
一
金
{
小
学
生
向
き
}
十
一
月
十
(
日
(
土
)
午
後
三
時

■
第
四
回
セ
ン
タ
ー
文
化
祭
　
十
一
月
十
日
(
金
)
?
十
二
日
(
日
)

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

伺原二丁目一〇一一
〇
　八八九
-一四八四

■
子
ど
も
映
画
会
　
十
一
月
五
日
(
日
)
・
・
・
金
色
の
し
か
・
あ
り
と

は
と
十
二
日
(
臼
)
・
・
・
子
じ
か
物
語
・
少
年
と
ふ
え
十
九
日
　
(
日
)
・
・
・
子
ね
こ
の
ス
タ
ジ
オ
・
わ
ら
し
べ
長
者

い
ずれ
も午後一
時三十分から

■
子
ど
も
の
た
め
の
碁
と
将
棋
の
つ
ど
い
　
十
一
月
十
日
(
金
)
・
十
七
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿浜二丁目二四
-二
　
八九七ふ五〇一
六

■
児
童
作
品
展
示
会
　
十
一
月
十
日
(
金
)
～
十
二
日
(
日
)
午
前

九
時
?
午
後
四
時
三
十
分

■
卓
球
大
会
　
十
一
月
十
九
日
(
日
)
小
半
生
(
三
年
生
以
占

-午前十
時
中学生丿午後一
時三十分
申込みは
、十五日

まで
にセンタト事務室へ

■
子
ど
も
映
画
会
　
十
一
月
五
日
(
日
)
午
後
二
時
・
・
・
子
じ
か
物
語

ほ
か
十
二
日
(
日
)
午
前
十
時
・
・
・
父
ち
や
ん
の
ち
っ
ち
や
な
お
家

ほ
か
十
九
日
(
日
)
午
後
二
時
・
・
‘
い
ね
む
り
一
家
ほ
か

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千住元町二四上
　

八八二
-二七六五

■
生
花
教
室
　
十
一
月
十
日
(
金
)
午
後
一
時

■
踊
り
教
室
　
十
一
月
(
日
(
水
)
・
十
五
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

■
民
謡
教
室
　
十
一
月
九
日
(
木
)
・
十
六
良
木
)
午
後
一
時
{
二
十
分

(
三
教
室
と
も
対
象
は
、
六
十
歳
以
上
で
料
金
は
無
料
)

■
子
ど
も
映
画
会
　
十
一
月
五
日
(
日
)
・
・
・
北
国
の
少
年
た
ち
・
(
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
と
ラ
イ
オ
ン
十
二
日
(
日
)
・
・
・
冬
の
野
山

・
山
羊
を
だ
ま
し
た
キ
ツ
ネ
十
九
日
(
日
)
・
・
・
み
ん
な
ほ
ん
と
は
友
だ
ち
・

なかよし助物園
い
ずれも午後一
時三十分から

(
各
セ
ン
タ
ー
と
も
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
)

■
旧
江
北
村
を
語
る
座
談
会

旧江北村の
昔をしの
んで
、地方の
古老や有識者に話を伺

い
ます
。聴講されたい方は
、中央図一
館賢料係へ
お申込み

ください
。
八四〇一
四
六四六

▽
日
時
―
十
一
月
十
二
貝
日
)
午
後
二
時
▽
会
場
―
中
央
図
一
館

■ 区役所の電話882- 1111 第二庁舎886- 3165 足立福祉事務所888- 3141 中部福祉事務所889- 1481 東部福祉事務所605- 7101 西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

―
生
活
の
敵―

ネズミを退治しよう

ネ
ズ
ミ
退
治
に
は

今
が
絶
好
の
時
期

病
原
菌
を
ま
き
ち
ら
し
た
り
、
ダ

ニ
や

ノ
ミ
を

は
こ
ぶ

ぶ

ズ
ー

は
、
生
命
や
財
産
を
匐
び
や
か
す
だ

け
で
な
く
.
放
っ
て
お
く
と
取
り
か

え
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り

ま

す
.
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
被
客
は
.
日
本

国
内
で
年
間
一
千
億
円
に
も
の
ぼ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
.

ネ
ズ
ミ
は
、
今
が
繁
殖
期
に
あ
た

り
.
一
回
に
六
～
(
匹
の
こ
ど
も
を

産
み
.
一
年
後
に
は
.
そ
の
子
孫
が

な
ん
と
一
千
匹
に
も
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
.

区
で
は
.
来
年
二
月
十
四
日
ま
で

を
ネ
ズ
ミ
駆
除
期
間
と
し
て
、
衛
生

班
を
編
成
し
.
ネ
ズ
ミ
駆
除
を
央
施

し
ま
す
.
ま
た
.
十
一
月
十
匹

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
を
区
内

一
斉
ネ
ズ
ミ
曜
除
強
調
旬
間
と

し
て
.
区
内
全
世
帯
を
対
象
に
.

殺
そ
剤
を
配
布
し
ま
す
.

ご
家
庭
で
も
.
ネ
ズ
ミ
退
治

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
.

ネズミの駆
除法

環
境
的
駆
除
法
―
こ
の
方
法
は
、
ネ
ズ
ミ
か
ら
住
む
場
所
と

食
柵
を
奪
う
こ
と
で
す
。
食
品
類
や

残
飯
な
ど
ネ
ズ
ミ
の
エ
サ
に
な
る
も

の
は
。
容
器
に
入
れ
、
フ
タ
を
し
っ

か
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

住
む
場
所
や
奥
を
作
ら
せ
な
い
よ
う

に
。
紙
く
す
・
綿
・
布
き
れ
な
ど
を

盤
理
し
ま
し
ょ
う

。
こ
の
ほ
か
。
ネ

ズ
ミ
の

穴
や
通
路
を
見
つ
け
た
時

は
、
し
っ
か
り
ふ
さ
ぐ
こ
と
も
大
切

で
す

。

機
械
的
駆
除
法
1
パ
チ
ン
コ
・
生
け

捕
り
の
カ
ゴ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
だ
け
で
は
十
分
な
効
果
を
期
待
す

る
こ
と
は
無
理
で
、
次
の
化
学
的
駆

除
法
(
殺
そ
剤
)
を
併
用
す
る
こ
と

で
効
果
が
あ
が
り
ま
す
。

化
学
的
駆
陳
法
(
殺
そ
剤
)
-

殺
そ

剤
に
は
。
一
回
食
べ
た
だ
け
で
効
果

が
で
る
急
性
毒
剤
と
毎
日
少
a
ず
つ

摂
取
し
て
中
毒
死
す
る
慢
性
毒
剤
の

二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

使用上の注意

▽
子
ど
も
の
手
の
と
ど
か
な
い
墺
所

に
お
く

▽
使
用
な
ら
び
に
保
存
に
は
十
分
庄

意
を
し
て
.
万
一
誤
っ
て
の
ん
だ

時
は
.
吐
き
だ
さ
せ
.
直
ら
に
医

師
の
診
療
を
受
け
る

▽
保
管
す
る
時
は
、
他
の
食
品
と
区

別
す
る

な
お
、躯
除
方
法
・
講
習
会
な
ど
に

つ
い
て
は
.区
役
所
保
健
衛
生
係
へ
.

ネズミ取り器はこのように

消費者展

区
と
区
消
費
者
友
の
会
で
は
、
次

の
と
お
り
消
賢
者
展
を
開
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
―
十
一
月
十
七
日
(
金
)
・
十

(
日
(
土
)
午
前
十
時
~
午
後
五

時
(
十
(
日
は
午
後
二
時
ま
で
)

会
場
0
区
産
業
振
興
館

晨
示
コ
ー
ナ
ー
ー
生
鮮
食
品
・
食
品

添
加
物
・
過
大
包
装
な
ど

即
充
コ
ー
ナ
ー
ー
(
ン
ド
バ
ヴ
グ
・

婦
人
靴
・
下
着
類
な
ど

そ
の
他
の
コ
ー
ナ
ー
ー
健
康
管
理
・

お
楽
し
み
抽
選
コ
ー
ナ
ー

足
立

の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
1
5
)

―
掃
部
宿
そ
の
五―

勝
山
準四
郎

関
屋
天
神
は
今
。
氷
川
神
社
の
横
に
こ
じ
ん
ま

り
と
杞
ら
れ
て
い
る
。小
さ
な
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
。

右
手
に
関
皇
天
膺
官
の
石
柱
か
礁
っ
て
い
る
。
右

側
に
神
詠
栂
、左
側
に
十
二
篇
の
皿
が
あ
り
、そ
の

下
に
漢
詩
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
一

鳥
寛
彰
氏
の
教

示
に
よ
る
と
、
上
都
の
二
字
は
各
月
の
異
称
で
あ

り
、
下
の
(
字
は
各
月
の
梅
樹
の
様
子
を
詠
じ
た

も
の
と
の
こ
と
(
足
立
史
談
三
(
。三
九
号
番
照
)
。

ま
た
、
そ
の
裏
面
に
は
和
歌
一
首
と
文
化
四
歳

次
丁
卯
大
呂
吉
辰
、
一
啓
斉
腫
S
と
な
っ
て
い
る
。

一
啓
斉
と
は
当
時
千
住
に
住
居
し
て
い
た
漢
学
者

石
坦
路
川
の
こ
と
で
あ
る
。
路
川
の
辞
世
句
碑「
夏

の
野
に
火
は
消
ね
ぐ
ら
の
月
夜
か
な
」
は
先
の
瀬

長
寺
に
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
神
詠
梅
が
元
の
天

神
塚
に
あ
う
た
も
の
な
の
か
。
こ
こ
に
移
っ
て
か

ら
の
こ
と
な
の
か
か
。
ま
た
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら

な
い
。

歳
月
の
流
れ
が
.
こ
れ
ら
の
い
き
さ
つ
を
一
切

押
し
流
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
.
も
と
も
と
関

皿
の
地
名
は
鎌
倉
時
代
に
江
戸
太
郎
重
長
が
奥
州

防
備
の
た
め
開
所
を
設
け
た
の
が
起
り
と
伝
え
ら

れ
.
ま
た
.
康
元
年
(

こ
一
五
六
)
藤
原
光
俊
が

禽
鳥
詣
で
の
途
申
「
庵
畸
の
す
み
だ
川
原
に
日
は

暮
れ
ぬ
、
関
屋
の
里
に
襦
や
か
ら
ま
し
」
と
詠
ん

だ
こ
と
が
風
土
記
碼
に
も
職
っ
て
い
る
。
こ
の
歌

の
庵
畸
や
闘
皿
の
里
の
所
在
に
つ
い
て
は
。
昔
か

ら
文
人
た
ち
の
輪
巓
の
糧
で
あ
っ
た
が
。
今
だ
に

は
っ
き
り
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
関
屋
の
地

は
昔
は
今
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
範
囲
を
さ
し
て

い
た
よ
う
で
、
江
戸
図
に
も
今
の
向
鳥
区
域
ま
で

闘
屋
と
示
し
て
い
る
。
そ
の
せ
い
か
現
に
向
島
水

神
社
の
来
社
に
関
屋
天
神
が
杞
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
関
屋
の
地
名
が
江
戸
中
期
以
後
。
掃
懿
宿
小
名

(
宇
)
と
し
て
、
現
在
は
千
住
関
屋
町
と
し
て
本

区
に
定
着
し
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
関
屋
の
里
に
ち
な
ん
だ
文
人
た
ち
の
作
品

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、な
か
で
も
葛
飾
北
斉
の「
富

蚩
三
十
六
暈
隅
田
川
関
屋
の
里
」
の
版
画
は
有
名

で
あ
る
。
三
騎
の
旅
客
が
土
手
の
上
を
千
住
の
方

向
へ
急
ぐ
姿
か
あ
り
。
道
辺
の
松
の
間
か
ら
還
望

す
る
富
士
の
図
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
図
が
昭

和
四
十
一
年
十
月
国
際
文
通
週
間
記
念
切
手
の
図

案
に
採
用
さ
れ
。
全
世
界
に
売
り
出
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
関
屋
の
地
は
切
手
を
通
し
て
国
際

化
し
た
わ
け
で
あ
る
。
本
区
と
し
て
も
正
に
鼻
高

々
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
陰
に
は
区

当
局
や
郵
政

史
談
会
長
の
村
田
さ
ん
(
千
住
四

丁
目
)
の
大
変
な
匍
骨
折
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。筆

の
つ
い
で
に
関
屋
の
巣
兆
(
そ
う
ち
ょ
う
)

に
触
れ
た
い
。
江
戸
末
期
の
足
立
を
代
表
す
る
俳

人
で
あ
り
画
家
で
・あ
る
。
日
本
橋
の
名
家
に
生
れ

後
千
住
の
藤
沢
家
に
養
わ
れ
、
俳
撫
を
春
秋
庵
白

雄
に
学
ぴ「

江
戸
の
三
大
家
と
称
せ
ら
れ
る
ま
で

に
な
っ
た
。
ま
た
、
画
も
よ
く
し
。
そ
の
画
幅
は

今
も
区
内
の
各
家
に
愛
蔵
さ
れ
て
い
る
。
関
屋
に

隠
栖
し
て
譽
秋
庵
と
号
し
た
と
言
う
。
遺
稿
に
句

集
「
細
波
可
理
」
が
あ
り
文
化
十
一
年
五
十
四
才

で
没
し
て
い
る
。

す
こ
し
よ
り
道
を
し
た
の
で
、
こ
の
辺
で
話
を

本
街
道
に
進
め
た
い
。
(
こ
の
項
つ
づ
く
)

町
正

二
七
三
号
で
蔗
長
寺
延
命
子
育
地
蔵
の

縁
日
を
毎
月
二
十
一
、
二
十
二
日
と
し

ま
し
た

が
。
二
十
三
、
二
十
四
日
で
あ
る
と
千
住
五
丁
目

の
田
村
さ
ん
か
ら
ご
敏
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特殊切手になった関屋の里

第
2
2
回足立区文化祭

大輪菊花大会、芸能大会など

十
月
二
十
九
日
か
ら
始
ま
っ
た
足
立

区
文
化
象
は
。
各
会
楊
で
盛
大
に
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
'う
え
、

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
大
輪
菊
花
大
会
一

■
第
一
会
場
{
日
本
菊
友
会
・
大
鷲
神

社
献
菊
会
}

十
一
月
一
日
～
三
十
日
/

午
前
(
時
～
午
後
六
時
/
花
畑
大
鷲

神
社
境
内

■
第
一
'
i鳩
{
堤
南
菊
友
会
}

十
‐‐

月
一
日
？
十
五
白
/
午
前
九
時
？
午
後

六
時
/
南
宮
城
公
園

」
第
三
会
場

屁

北
菊
友
会
}

十
一

月
一
日
F
十
五
日
/
午
前
九
時
～
午
後

六
時
/
鹿
浜
四
丁
目
北
野
神
社
境
内
　

【
芸
能
大
会
】

回
総
合
芸
能
{
と
く
さ
忿

十
一
月

十
一
日
(
土
)
正
午
？
午
後
九
時
/
足

立
区
産
業
振
興
館

一
民
冊
{
民
冊
団
体
連
盟
y

十
一
月

五
日
(
日
)
午
前
九
時
？
午
後
九
時
/

足
立
区
文
化
会
館

一
謡
曲
大
会
{
謡
曲
連
盟
}

十
一
月

五
日
(
日
)
午
前
九
時
～
午
後
九
時
/

足
立
区
青
年
館

霾

合
展
覧
会
】

■
一
遭
・
水
石

十
一
月
四
日
ヱ
(
日
/

午
前
九
時
～
午
後
六
時
(
六
日
は
午

後
三
時
ま
で
)
/

足
立
区
産
業
振
興
館

圃
茶
遭
・
華
遭

十
一
月
七
日
？
九
日
/

午
前
九
時
?
午
後
六
時
(
九
日
は
午

後
三
時
ま
で
)
/

足
立
区
産
業
振
興
館

■
日
本
画
・
津
画
・
彫
塑

十
一
月
十

日
？
十
二
日
/
午
前
九
時
？
午
後
六
時

(
十
二
日
は
午
後
四
時
ま
で
)
/

足
立

区
産
業
振
興
館

【
各
種
大
会
】

」
将
棋
大
会
{
日
本
将
棋
連
盟
足
立
支

那
}

十
一
月
五
日
(
日
)
午
前
十
時

？
午
後
九
時
/
正
和
ク
ラ
ブ
.

一
社
交
舞
踏
大
会
{
舞
踏
連
笞

十

一
月
十
(
日
(
土
)
午
後
六
時
～
九
時
/

足
立
区
産
業
振
興
館

秋の防犯運動

玄関の戸締りに気をつけましょう

警
視
庁
で
は
、
あ
き
巣
被
害
の
目
立

っ
て
多
く
な
る
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
十

一
月
石

か
ら
十
日
ま
で
秋
の
防
犯
連

助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
防
犯
運
動
は
、
ね
ら
わ
れ
や

す
い
玄
関
の
戸
練
り
を
完
全
に
す
る
こ

と
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
。

あ
き
巣
の
侵
入
方
法
を
み
る
と
、
ド
ア

の
ス
キ
間
に
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
を
さ
し

込
み
、
鰥
を
こ
わ
し
た
り
す
る
ヶ
I
ス

や
、
玄
関
の
ド
ア
や
ド
ア
サ
イ
ド
の
ガ

ラ
ス
を
破
っ
て

。
鰥
を
あ
け
る
ヶ
I
ス

が
た
い
へ
ん
多
い
か
ら
で
す

。
次
の
こ

と
に
留
意
し
て

。
も
う
い
ち
ど
戸
締
り

を
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
を
付
け
て
ド
ア
の

ス
キ
問
を
ふ
さ
き
ま
し
ょ
う

▼
ワ
ン
ド
ア

ー
ツ
ー
ロ
・
ク
の
備
え
を

し
ま
し
ょ
う

▼
ド
ア
や
そ
の
近
く
の
ガ
ラ
ス
に
は
格

子
。を
つ
け
ま
し
ょ
う

▼
円
簡
捉
を
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
早

め
に
性
能
の
よ
い
箱
錠
に
取
り
か
え

ま
し
ょ
う
。

錠前李
ガードプレートの取り付

けについて
は
、もよりの警察署へ

ご相談ください
。

国
保
と
健
保
の

二
重
加
入
は
で
き
ま
せ
ん

国
民
健
康
保
険
は
、
職
鳩
の
各
種
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
の
た

め
に
、
国
民
皆
保
険
の
考
え
に
も
と
づ

い
て
も
う
け
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

し
た
が
っ
て

。
次
に
あ
て
は
ま
る
方
は

加
入
で
き
ま
せ
ん
。

①
職
場
の
健
康
保
険
②
共
済
組
合
⑤

国
民
健
康
保
険
組
合
④
日
層
健
康
保
険

⑤
船
員
保
険
な
ど
の
加
入
者
と
そ
の
被

扶
養
者

も
し
右
の
各
租
健
康
保
険
に
加
入
し

な
が
ら
.
国
保
に
も
加
入
(
二
重
加
入
)

し
て
い
る
方
は
.
す
ぐ
に
国
保
離
脱
の

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
.

く
わ
し
く
は
.
区
役
所
国
保
課
賢
格

賦
課
係
へ
ど
う
ぞ
.

部落問題の

理
解
の
た
め
に
(
4）

差別に抗議する

小
学
校
三
年
生
の
夏
。
私
が
同
じ

都
落
の
友
達
と
連
れ
だ
っ
て
学
校
か

ら
帰
る
途
中
の
出
来
事
だ
っ
た
。
常

々
、
私
達
都
落
民
を
「
ヨ
ツ
」
「
エ

ｙ
夕
」
な
ど
と
蔗
す
ん
で
露
骨
な
差

別
を
し
て
い
た
四
人
の
小
学
生
が
。

民
家
の
と
だ
え
た
所
で
待
ち
ぶ
せ
し

て
い
て
。
パ
チ
ン
コ
で
私
達
め
が
け

て
ね
ら
い
打
ち
し
て
き
た
。
不
意
を

つ
か
れ
て
手
で
顔
を
隱
す
間

も
な

く
、
そ
の
う
ち
の
一
発
が
私
の
右
眼

に
命
中
し
た
。
激
し
い
痛
み
に
、
私

は
泣
き
叫
ぴ
な
が
ら
家
に
帰
っ
た
。

し
か
し
、
家
は
貧
し
く
て
病
院
に
行

く
金
も
な
く
。
私
は
そ
の
ま
ま
放
っ

て
お
か
れ
た
。
こ
の
時
の
汗
と
涙
の

昧
は
一
生
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
以
来

私
の
右
眼
は
永
久
に
視
力
を
失
っ
た

の
だ
か
ら
。
こ
の
事
件
が
あ
っ
て
か

ら
。
私
は
学
校
嫌
い
と
な
り
。
以
後

ま
と
も
な
教
育
は
受
け
て
い
な
い
。

当
然
私
は
部
落
産
巣
で
あ
る
皮
革
関

係
の
仕
事
に
し
か
つ
く
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。
今
私
は
憤
り
を
も
っ
て

抗
議
す
る

。
私
の
右
眼

を
、
教
育

を
。
職
業
の
選
択
の
自
由
を
、
う
ば

っ
た
の
は
誰
だ
/

。

(都
落
解
放
同
盟
足
立
支
部
)

深
夜
騒
音
に
よ
る

公
害
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

区
内
に
は
。
鉄
鋼
・
ベ
ニ
ヤ
・
古
紙

再
生
・
プ
ラ
ユ
チ
ｙ
ク
射
出
成
型
工
場

な
ど
深
夜
も
操
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

深
夜
騒
音
に
よ
る
公
魯
は
、
生
活
粂

件
の
最
も
基
本
的
な
睡
眠
に
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
こ
の
深
夜
騒
音
に
よ
る
公

書
を

】掃
す
る
た
め
。
区
で
は
そ
の
対

策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
深
夜
騒
音
で
お
困
り
の
方
は
。

公
害
轢
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
調

査
の
う
え
改
善
指
導
し
ま
す
。

工
事予定

遭
路
拡
幅
工
事

▽
西
伊
具
町
二
五
圭
二
六
番
地
先

・・・
四
十
(
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
▽
北
加
平
町
二
五
〇
？
九
九
番
地

先
…
四
十
(
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

花
畑
川
護
岸
防
災
工
事

▽
花
畑
町
四
七
四
(
ヱ
(
木
町
七

六
六
番
地
先
、
お
よ
ぴ
.
神
明

町
四
六
三
エ
(
木
町
七
六
六
番

地
先
の
左
右
両
護
岸
・・・
四
十
(
　

年
二
月
二
十
四
日
ま
で

個
人
事
業
税
の

減
免
が
あ
り
ま
す

都
税
事
務
所
で
は
、
次
に
該
当
す
る

方
の
所
得
に
応
じ
て
佃
人
事
業
税
の
域

免
の
受
付
け
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま

す
。

」
減
免
申
請
期
限

十
一
月
三
十

日

(
木
)

一
減
免
に
該
当
す
る
方

図
年
所
得
が

百
十
万
円
以
下
で
、
配
偶
者
・
扶
養

親
族
(
障
害
者
含
む
)
の
あ
る
方
　

哨
納
税
者
が
障
害
者
・
老
年
者
・
寡

婦
(
夫
の
い
な
い
方
)
の
と
き

囹

瞥
業
不
振
で
休
廃
業
し
た
方

図
そ

の
他

S
申
請
方
法

印
か
ん
持
参
の
う
え
。

都
税
事
務
所
備
え
付
け
の
用
紙
で
申

蹐
し
て
く
だ
さ
い

■
申
請
鳩
所

足
立
都
税
事
務
所
佃
人

事
業
税
係

く
わ
し
い
こ
と
は
、
足
立
都
税
事
務

所
へ
。

啻
(
(

二
|
二
一
二

納
税
に
便
利
な

自
動
振
替
を

新
し
く
自
動
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
今
す
ぐ
所
轄
の
税
務
署
窓
口
、
ま

た
は
、
銀
行
窓
口
に
お
申
い
で
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く
は
、
税
務
署
の
管
理
課
へ

ど
う
ぞ
。

足
竊

晢
営
八
八
八
一

六
二
四
一

西
新
井
税
務
一

雪
八
八
八
一
六
二
五
一

1
1月3
0
日が納期限です
。

個
人
事
巣
税
(
二
期
分
)

申
告
所
得
税
(
二
期
分
) 掲示

板

■献血にご協力を

十
一
月
の
移
動
探
血
車
日
程

▽
(
日
(
水
)
江
北
小
学
校

▽
十
五
日
(
水
)
千
寿
第
三
小
学
校

▽
二
十
二
日
(
水
)
大
谷
田
小
学
校

▽
二
十
四
日
(
金
)
第
二
庁
舎

▽
二
十
九
日
(
水
)
新
田
小
学
校

▽
三
十
日
(
木
)
北
千
住
駅
西
口

時間は
、い
ずれ
も午前十時か

ら午後三時まで
。

■
合唱コンク
ール

期
日
-
十
二
月
二
日
(
土
)
午
後
一

時
会
鳩
¶
足
立
区
文
化
会
館

一
加
部
門
-
第
一
部
門
ふ

学
生
・

第
二
都
門
―
中
学
生
・
第
三
部
門

I
一
般
(
高
校
生
を
含
息

S
成
人
風
-
五
十
名
以
内

演
奏
曲
目
-
曲
歎
に
制
限
な
し
。
た

だ
し
。
出
退
鳩
含
め
て
七
分
以
内

と
し
。
ピ
ア
ノ
伴
奥
付
ま
た
は
無

伴
奏
の
も
の
に
限
る
。

審
査
員
-
小
出
浩
平
氏
(
東
邦
音
楽

大
学
教
授
)
増
沢
健
美
氏
・
具
篠

将
氏
(
N
H
K

学
校
音
楽
ゴ
ン
グ

ー
ル
審
査
員
)

申
込
方
法
-
十
一
月
十
日
(
金
)
ま

で
に
。
規
定
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
肥
入
の
う
え
、
区
教
育
委
員
会

文
化
係
へ
。

■区民スケート

初心者講習会

日
時
丿
十
二
月
四
日
エ
(
日
(
三
日

間
)
午
後
六
時
三
十
分
?
午
後
九

時
(
桑
合
午
後
六
時
十
五
分
)

場
所
-
千
住
ス
ヶ
I
ト
プ
ー
ル
(
東

武
綿
谷
塚
駅
下
車
徒
歩
五
分
)

参
加
資
格
-
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
(
高
校
生
以
上
)
で
三
日
閧
受
講

で
き
る
こ
と

初
心
者
に
限
る
。

定
員
1
先
奮
二
百
名
に
な
り
し
だ
い

締
切
り

爾
一
料
-
無
料
(
但
し
貸
靴
利
用
の

方
は
一
回
百
円
を
自
己
負
担
)

申
込
方
法
1
所
定
の
用
紙
ま
た
は
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
性
別
・
所
属
・
ス
ヶ
I
ト
経
験

の
有
無
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、

ま
た
は
、
直
接
区
教
育
委
貝
会
体

育
振
興
係
へ
。
(
一亙

二
〇
足
亡

区
千
住
伸
町
五
〇
)

■区青少年指導者

一
般研修会

日
時

十
一
月
十
一
日
(
土
)
午

後
一
時
？
四
時
三
十
分

会
場

第

四
中
学
校

対
象
者

少
年
団
体
育

成
会
会
員
・
青
少
年
委
貝
・
P
T
A

会
貝
・
区
立
小
中
学
校
生
活
指
導
キ

任
・
腎
少
年
対
策
地
区
委
貝
会
・
町

会
自
冶
会
(
青
少
年
郎
)

内
容

分
科
会
と
全
体
会
か
あ
り
ま
す
。

①
子
ど
も
会
と
青
少
年
対
策
地
区

委
員
会

⑤
子
ど
も
会
と
町
会
・
自

冶
会

⑤
子
ど
も
会
と
学
校
お
よ
ぴ
P
T
A

④
子
ど
も
会
清
動
と
育
成
合

の
役
割

申
込
み
は
、
十
一
月
六
日

ま
で
に
区
教
育
委
員
会
青
少
年
係
へ

※
当
日
は
「
う
わ
ぱ
き
」
r
筆
配
用

惑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
年末資金はお早めに

国民
金融公
庫で
は
、中小企業

の方を対象に
、年末賢金をお貸

しします
。年末は窓口
が混雑し

ますので
耙早目にどうぞ
。

なお
、現
在ご利用
中の方で
も

重複して利用できます
。

☆
普
通
賞
付

貸
付
金
額
丿
五
百
万
円
ま
で

貸
付
期
間
-
運
転
賢
金
・・・
五
年
以
内

設
備
賢
金
・・・
七
年
以
内

利
率
-
年
七
・
七
%

保
証
人
-
原
則
と
し
て
I
人
以
上

担
保
丿
状
況
に
よ
り
相
談
に
応
じ
ま

す
申
込
受
付
-
▽
国
民
金
融
公
庫
千
住

支
店
(
足
立
区
千
住
ニ
ー
五

曾

(
(
一
-
六
一
七
五
)
▽
区
役
所

経
済
課
内
中
小
企
業
相
談
所

そ
の
ほ
か
食
品
貸
付
・
環
境
貸
付

・
恩
給
貸
付
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

■国民年金街頭相談

区
と
都
で
は
。
年
金
制
度
に
関
す

る
相
談
所
を
次
の
よ
う
に
開
股
し
ま

す
。
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済

組
合
の
年
金
な
ど
。
年
金
な
ら
ど
ん

な
こ
と
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
お
気

鞋
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

な
お
当
日
は
。
国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
、
保
険
料
の
納
付
も
取
扱
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
一

十
一
月
十
三
日
(
月
)
午

前
十
時
~
午
後
四
時

場
所
-
北
千
住
駅
西
口
広
場
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